保母先生退官記念事業
日中韓環境分析化学研究会シンポジウム

(独)産業技術総合研究所　前田恒昭
趣旨説明

東京都立大学、保母教授が本年3月で退官されます。ＧＣ研究懇談会の会長として、また、都立大でのガスクロマトグラフの実習を担当いただき、長年にわたりお世話になってきました。先生を中心として海外協力や出版事業など日本のガスクロ研究懇談会が大きく発展することもできました。退官された後も、JISやISOなど多くの委員会の委員長を勤められ、ますますガスクロの発展に力を注がれると伺っております。

ガスクロ研究懇談会で、保母先生の退官を記念して、いままで記念事業として継続してきた海外協力事業として、日本・中国・韓国・台湾などと連携して合同研究懇談会を企画したく提案いたします。

記念事業案

実施時期：2004年10月18日（月）から20日（水）

共催：セパレーションサイエンス（分析化学会の各研究懇談会に呼びかける）

開催場所：中国、北京（中国科学院、生態環境中心の林教授）

実施要領などは2002年実施の日中共催研究会を参考にする

研究会主題「生活と環境」

案内：2月の総会で承認後参加者を募集する。

中国の受け入れ側：中国科学院、生態環境中心　林教授他　日本からの帰国研究者

会期：10月20日から23日は日本環境科学会が日中友好センターで研究会を開催するので、この手前でつながるように計画した。18日から23日はCITACのセミナーや計量研究所の会議が北京で開催されるので、参加者の増加も期待できる。

